
『
医
心
方
』
仁
和
寺
本
が
は
じ
め
て
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

『
本
朝
書
籍
目
録
』
（
永
正
二
年
）
の
医
書
の
部
に
お
い
て
で
あ
り
、

「
医
心
方
三
十
巻
・
丹
波
雅
忠
撰
或
康
頼
撰
」
と
出
て
い
る
。
つ
い
で

寛
政
三
年
、
将
軍
家
齊
の
請
に
よ
り
幕
府
に
貸
出
さ
れ
て
、
多
紀
元

恵
ら
が
筆
写
し
た
。
こ
の
時
仁
和
寺
本
は
巻
名
明
示
の
も
の
、
不
明

瞭
の
も
の
合
わ
せ
て
一
三
包
あ
っ
た
。
ま
た
天
保
十
三
年
小
島
尚
質

が
仁
和
寺
で
閲
覧
し
た
時
も
同
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
七

年
国
宝
指
定
の
際
は
、
巻
一
・
五
・
七
・
九
・
十
の
五
巻
の
み
が
残

存
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。

仁
和
寺
本
は
影
印
版
（
昭
和
十
二
年
）
も
刊
行
さ
れ
、
ま
た
屡
々

展
観
さ
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
仔
細
に
検
す
る
と
、
半
井
家
本
に
比

し
て
多
く
の
点
に
お
い
て
差
異
を
認
め
る
。

『
医
心
方
』
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ⅸ
）

ｌ
仁
和
寺
本
Ｉ

杉
立
義
一

一
現
状

で
つ
ち
よ
う
そ
う

体
裁
…
冊
子
本
で
あ
り
、
と
く
に
粘
葉
装
で
あ
る
。
半
井
家
本
は

巻
二
十
八
以
外
は
巻
子
で
あ
る
。

料
紙
・
・
・
雁
皮
紙
（
烏
子
紙
）
、
半
井
家
本
は
楮
紙
。

首
尾
…
現
存
五
巻
の
う
ち
首
尾
と
も
に
完
全
な
も
の
は
な
い
。

条
文
の
配
列
．
：
各
条
毎
に
行
を
改
め
、
薬
方
は
さ
ら
に
改
行
し
て

一
宇
下
げ
て
記
し
て
あ
る
た
め
、
判
読
し
や
す
い
。
半
井
家
本
で
は

連
続
し
て
書
か
れ
て
い
る
巻
が
多
い
。

書
体
・
書
風
…
全
巻
を
通
じ
て
偕
害
で
は
あ
る
が
や
や
行
耆
に
近

い
書
体
も
あ
る
。
半
井
家
本
に
比
し
て
力
強
さ
に
欠
け
る
が
、
和
風

化
さ
れ
た
や
さ
し
さ
が
あ
る
。
巻
一
と
巻
七
は
同
筆
で
あ
り
、
や
や

細
い
線
で
流
れ
る
よ
う
な
優
美
な
書
風
で
あ
る
。
巻
五
と
巻
九
は
同

筆
で
や
や
太
い
線
で
力
強
さ
が
あ
る
。
巻
十
は
あ
ま
り
力
を
入
れ
な

い
右
上
り
の
書
風
で
あ
る
。
各
巻
は
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
一
筆
で
書
か
れ

て
い
る
。
半
井
家
本
は
巻
二
十
五
・
二
十
九
を
除
き
、
他
巻
は
全
般

に
力
の
入
っ
た
楮
書
体
を
主
に
し
て
い
る
。

仮
名
：
．
院
政
期
風
の
片
カ
ナ
を
附
し
て
い
る
。
半
井
家
本
に
ぶ
る

朱
色
の
仮
名
は
な
い
。

訓
点
．
．
、
朱
点
（
オ
コ
ト
点
）
は
全
巻
に
あ
る
。
し
か
し
半
井
家
本

203 （93）



に
は
日
野
家
流
（
藤
原
行
盛
）
と
丹
波
家
流
（
丹
波
重
基
）
の
訓
点

が
あ
る
が
、
仁
和
寺
本
に
は
丹
波
家
流
の
み
と
い
わ
れ
る
。
朱
の
色

は
き
わ
め
て
鮮
明
。

返
り
点
…
半
井
家
本
に
は
し
点
．
一
・
二
・
三
ま
た
上
・
下
点
が

あ
る
が
、
仁
和
寺
本
で
は
わ
ず
か
に
一
・
二
点
が
ご
く
一
部
分
に
あ

る
の
象
で
あ
る
。

注
記
…
字
句
の
説
明
・
訂
正
や
反
切
等
の
注
は
あ
る
が
、
半
井
家

本
に
多
い
比
校
の
注
は
ま
っ
た
く
な
い
。

案
語
…
今
案
云
云
と
し
て
案
語
が
全
巻
に
あ
る
。
そ
の
頻
度
お
よ

び
そ
の
中
の
引
用
書
目
は
半
井
家
本
と
大
差
な
い
。

二
特
記

経
文
の
引
用
が
半
井
家
本
に
は
三
ヶ
所
三
種
（
最
勝
王
経
・
南
海

伝
・
千
手
観
音
経
）
あ
る
が
、
仁
和
寺
本
に
は
な
い
。

巻
九
に
押
紙
が
あ
り
、
書
き
忘
れ
た
条
文
を
記
し
て
い
る
。
半
井

巻
九
に
押
紙
が
あ
り
、
書
き
亡
僧

家
本
に
は
こ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。

半
井
家
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
聖
恵
方
』
（
宋
の
淳
化
三
年

（
九
九
二
）
刊
）
は
、
仁
和
寺
本
に
は
引
用
し
て
い
な
い
。
『
医
心

方
』
安
政
刊
本
の
札
記
に
は
、
十
七
巻
の
中
に
九
○
七
回
の
仁
和
寺

本
と
の
比
校
が
で
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
仁
和
寺
本
と
い
か
に
多
く

の
差
異
点
が
あ
る
か
を
物
語
る
。
反
面
、
仁
和
寺
本
は
宇
治
本
に
近

い
。

三
伝
来

元
来
、
三
十
巻
あ
っ
た
も
の
が
、
五
巻
の
み
残
存
し
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。
三
年
前
小
曽
戸
洋
氏
が
、
尊
経
閣
文
庫
に
お
い
て
、
仁
和

寺
本
巻
二
十
七
の
前
半
部
（
後
半
部
は
内
閣
文
庫
本
・
東
博
本
と
し

て
残
る
）
を
見
出
し
て
本
誌
上
に
報
告
し
て
い
る
。
寛
政
三
年
の
筆

写
前
に
も
ま
た
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
例
が
他
に
も
あ

っ
た
と
考
え
る
。

最
後
に
、
仁
和
寺
本
を
筆
写
し
た
の
は
誰
か
。
年
代
は
何
時
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
て
仁
和
寺
に
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

（
京
都
府
京
都
市
）
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